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なっちゃんが、みちをある
いていると おかあさんが、

「このみちのなまえ、しって
る？」
と きいてきた
「え！ なまえがあるの？」
「かまくらかいどうというの
よ」
「え！ どうして、かまくら
かいどうというの？」

「ん～、どうしてかな？」
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なっちゃん、おじいち
ゃんに きいてみること
にした。ものをよーくし
っている おじいちゃん
が、だーいすき。

あれあれ、これはおもしろそうと、な

ぜなぜくんが、もりからあそびにきたよ。

どこかな？

わたしは、なぜなぜでーす。
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「そうだな・・・。むか
し、きいたはなしだが、
さむらいが「いざ、かま
くら」というときに か
けつけたみちらしいん
だ。くわしいことは、あ
きおさんに きいてみれ
ば・・・。いっしょに
いってあげるよ」
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やくそくのひ。おじいちゃ
んと ともだち３にんで、あ
きおさんのいえにいった。
おじいちゃんは、ようじが

できて、いそいで かえって
いった。
でも、なっちゃん、ゆうき

をだして、かまくらかいどう
についてきいてみた。
すると、にっこりわらって

きちょうなしりょうを みせ
てくれた。
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でも、さんにんは、きょと
ーん。わからなかった。
みかねた あきおさんが、

あんないしてくれた。ちず①
からすたーと。
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「いまきたみちが、かまくら
かいどうなんだよ」
と あきおさん。
「そうか、このみちが・・・」
さんにんは、びっくり！

「でもね、にほ
んに かまくら
かいどうは、お
おきいものが３
つ。そのなかの
ひとつ（しもつみち）

が、このみち（よ
こはま・とうきょう・ふ

かわ・しまだ・おさか・うしくをとおる）な
んじゃ。
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「じゃー、ここでくいず。た
だしいと おもったら、てを
あげてね」

と あきおさん。
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１ このみちを ごんごろ
うが、とおった。 はーい

２ このみちを みなもと
のよりともが、とおった。

しーん・・・

３ このみちを きたばた
けちかふさが、とおった。

しーん・・・

４ このみちを うえすぎけ
んしんが、とおった。

しーん・・・
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ぜんぶ ただしいんだ！
４にんとも このみちを と
おったんだよ。



- 25 -

１ ごんごろうが、とおった
とき、おおぜいのてきと そ
うぐう。ゆうかんにたたかっ
たが、めをけがして なく
なったんだ。

おはかも かつらにあるよ。



- 26 -



- 27 -

３ きたばたけちかふさは
ね。おだしをたよって、いく
ときに とおったんだ。

はじめは、じんぐうじじょうに
（いなしきし）

でも、まけて

あばさきじょうに

（いなしきし）

また、まけて

を とおって

おだじょうに
（つくばし）

いったんだ。
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４ うえすぎけんしんは、ほ
うじょがたの おだしをたお
すために、とおったんだ。

うえすぎ けんしん
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さんにんは、おおよろ
こび。

あきおさんに おれい
をいって かえっていっ
た。
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なっちゃん、いそいで
かえって、おじいちゃん
に おしえてあげたよ。
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「よーく、しらべたね」

と めになみだをうかべ
て、よろこんでくれた。
なっちゃん、おもわず

にっこり。
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こうして、さんにんは、
かまくらかいどうが、お
くののたからものの一つ
だということが、よーく
わかった。

さて、こんどは、なに
をしらべようかな？

あれあれ？「すごーくたのしかった」と なぜなぜ

くん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら か

えっていった。


